
週刊ダイヤモンド  2020／12／19　24

　
子
化
に
直
面
す
る
日
本
を
は

じ
め
と
す
る
国
々
で
は
、
人

口
密
度
の
高
い
地
域
ほ
ど
低

い
出
生
率
の
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

見
せ
か
け
の
相
関
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
い
う
の
は
、
厚
生
労
働
省
「
人
口

動
態
保
健
所
・
市
区
町
村
別
統
計
」
で
、

２
０
０
８
～
12
年
と
比
べ
て
13
～
15
年

の
合
計
特
殊
出
生
率
が
増
加
し
た
上
位

50
の
区
市
町
村
の
う
ち
、
東
京
都
内
の

区
市
が
五
つ
も
入
っ
た
か
ら
だ
。
し
か

も
、
９
位
が
中
央
区
、
19
位
が
千
代
田

区
で
あ
り
、
各
々
の
出
生
率
は
１
・
39

（
０
・
29
㌽
の
上
昇
）、
１
・
28
（
０
・

26
㌽
の
上
昇
）
と
な
っ
た
。

　
こ
の
背
後
に
あ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
何

か
。
日
本
の
出
生
率
引
き
上
げ
で
重
要

な
の
は
婚
姻
率
の
上
昇
だ
。「
合
計
特
殊

出
生
率
＝
（
１
－
生
涯
未
婚
率
）
×
夫

婦
の
完
結
出
生
児
数
」
の
関
係
が
成
立

す
る
が
、
厚
労
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

夫
婦
の
完
結
出
生
児
数
は
１
９
７
２
年

の
２
・
２
、
10
年
１
・
96
、
15
年
１
・

94
と
お
お
む
ね
２
で
推
移
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
出
生
率
が
低
下
し
た
の
は
、

未
婚
率
の
上
昇
が
原
因
で
あ
り
、
重
要

な
の
は
婚
姻
率
の
引
き
上
げ
で
あ
る
。

　
こ
の
関
係
で
は
、
日
本
大
学
の
中
川

雅
之
教
授
が
提
唱
す
る
「
東
京
＝
結
婚

市
場
」
説
が
重
要
な
鍵
を
握
る
。
こ
れ

は
、
若
い
男
女
が
出
会
い
を
求
め
て
東

京
な
ど
の
都
市
部
に
集
ま
り
、
結
婚
相

手
を
見
つ
け
た
後
に
、
近
郊
の
地
方
な

ど
に
転
出
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
出
会

い
の
場
が
効
率
的
な
た
め
に
は
、
人
口

密
度
が
高
い
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

結
婚
し
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
も
、
都

市
部
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
住
宅
の
供

給
量
や
保
育
所
な
ど
が
十
分
に
存
在
し

な
い
場
合
、
そ
れ
ら
が
あ
る
近
郊
エ
リ

ア
に
転
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
結

果
、
見
掛
け
上
、
都
市
部
の
出
生
率
は

下
が
り
、
近
郊
の
出
生
率
は
上
昇
す
る
。

　
だ
が
、
小
泉
政
権
以
降
、
都
市
再
生

特
区
の
政
策
に
よ
り
、
都
心
の
高
層
ビ

ル
や
湾
岸
部
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が

建
設
さ
れ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
マ
ン
シ

ョ
ン
も
供
給
が
増
加
。
都
心
４
区
（
千

代
田
・
中
央
・
港
・
江
東
）
の
人
口
も

増
加
し
た
。
こ
れ
ら
が
中
央
区
な
ど
の

出
生
率
増
に
寄
与
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
な
い
限
り
、

出
生
率
は
上
昇
し
な
い
と
い
う
意
見
も

あ
る
が
、
以
上
の
事
実
は
、
都
市
部
で

も
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
住
宅
や
保
育
所

の
供
給
を
増
や
す
こ
と
で
出
生
率
を
引

き
上
げ
、
地
域
間
の
出
生
率
格
差
を
縮

め
ら
れ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
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２００８～１２年と比較した、１３～１５年の
東京都中央区における合計特殊出生率の増加幅
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